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６－１．クラスタリング
クラスタリングとは、特徴の似たデータ同士をクラスター（塊り）にすること、グループ化することである（図１）。
例えば、コンビニエンスストアは、その立地などによって売れ筋商品が異なる。その違いなどによってコンビニエンスストアをグループ化
しておき、グループごとに異なるセールスプロモーションを実施することなどが考えられる。また例えば、各種の潤滑剤や脱臭剤などを
B to Bで販売する会社では、商品数が多い場合、商品の機能（特徴）ごとにクラスタリングによってグルーピング化しておき、そのデータ
を技術営業に活用していくことが考えられる。

（図１） クラスタリングの考え方の模式図
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代表的なクラスタリングの方法は、樹形図（デンドログラム）を作る方法とk-meansクラスタリングである。
クラスタリングでは、数多くのデータのなかでデータ同士の類似度を測定する（どの程度似ているのかの判断）には、データ間の距離が
使用される。距離としては、多くの場合、ユークリッド距離が使用される。

２つのデータが、a＝（a1,a2,…,an） と b＝（b1,b2, …, bn）であるとき、
２つのデータのユークリッド距離は、[（a1-b1)

2 + (a2-b2)
2 + ・・・ + (an-bn)

2]1/2 である。
（図２）は、n＝2 のときのユークリッド距離を示す。

（図２） ユークリッド距離
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６－２．樹形図（デンドログラム）
デンドログラムは、距離の近いデータ同士で、つまり特徴が似ているデータ同士で１つずつ順番に塊り（クラスター）を形成していく方法
である。データ同士の類似度を可視化できる。図の横軸は個々のデータの識別（データ番号など）、縦軸はデータ間の距離（類似度）で
ある。よって例えば、それぞれのデータを関連付ける縦の棒の長さが短いほどデータ間の類似度は高いことになる。

（図２－１）と（図２－２）のデンドログラムは同じデータのものである。
（図２－１）のデンドログラムは、グループ間の距離をＡに設定した場合のクラスター分割の様子を示す。（Ａ１）、（Ａ２）、（Ａ３）の３つの
クラスターに分割できる。一方、（図２－２）は、グループ間の距離を、（図２－１）のＡより短いＢに設定した場合のクラスター分割の様子
を示す。（Ｂ１）、（Ｂ２）、（Ｂ３）、（Ｂ４）、（Ｂ５）の５つのクラスターに分割できることを示している。
クラスター分割するときのクラスター間の距離設定を変えることによって、分割されるクラスターの数が変わる。

（図２－１） 樹形図の例 クラスター数３で分類
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（図２－２） 樹形図の例 クラスター数５で分類



６－３．ｋ-meansクラスタリング
k-means法は、試行錯誤を繰り返して似通ったグループの塊り（クラスター）を形成していく方法である。

（手順）
１）分割したいクラスターの数に合わせて、クラスターの仮の中心点を適当に配置する。（図３－１）のa1、b1、c1の３点の相当する。
２）（図３－２）に示すように、それぞれのデータごとにデータからの距離が最も近い中心点をa1、b1、c1のなかから選んで、データ

の属するクラスター（A1）、（B1）、（C1）を作り上げる。
３）次いで、それぞれのクラスターの重心（平均値） a2、b2、c2を求め、この重心からの距離が近いデータを選び直して、データの

属するクラスター（A２）、（B２）、（C２）を作り上げる。
４）それぞれのクラスターに属するデータの割り振りが変動しなくなるまで、３）の操作を繰り返す。

（図３－２） クラスタリングの考え方の模式図
（仮の中心点を使った分割）
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（図３－３） クラスタリングの考え方の模式図
（重心を使った分割）
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（図３－1） クラスタリングの考え方の模式図
（中心点の仮配置）
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k-means法を使用する上で注意することは、最初に配置するクラスターの仮の中心点の場所によって、クラスターの分割結果が変わって
しまうことがある、ということである。最初に配置する中心点の位置をいろいろ変えてみて、クラスター分割の結果がどのように変わるか、
確認する必要がある。
また、クラスターの分割数は最初に配置する中心点の数によって決まってしまうので、分割数をいくつに設定するのがいいのかも、結果を
見て検討する必要がある。

なお、 k-means法という名前は、k個のクラスター分割するに際して、クラスタの重心、つまり平均値（mean）を使用することに由来する。
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